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Abstract
 In a previous paper, the author studied the forewords in detective stories by 
Agatha Christie, John Dickson Carr, and Ellery Queen.  These forewords are classified 
into two types.  The first type consists of dedications to people containing names, with 
or without short personal messages.  The second type is made up of several sentences 
and sometimes paragraphs.  Of his 48 books, Carr has only five first-type forewords and 
one second-type.  His forewords are usually shorter than those of the other two writers. 
In his 26 books, Queen has only two first-type forewords.  One of his books has not only 
a first-type but also a second-type forewords with a list of characters.  Four of his books 
have second-type forewords, all of which are lengthy.  Lastly Christie has many more 
forewords than the other two writers, 58 in 90 books of hers.  In the previous paper, 
only twelve second-type forewords of Agatha Christie were discussed.  In this paper, 








庫翻訳版で 1 ページ以上に渡る長さを持つ前書き）に属する 12 作品の前書きを比較対象
として論じた。今回は彼女の残りの作品（前回と重複するもの 2 作品と新たに 4 作品を
加え、全体で 52 作品）の第一タイプの前書きについて見てゆくことにする。前回定義し








『杉の柩』）、2．“Lord Edgware Dies”（邦題『エッジウェア卿の死』）、3．“Five Little 
Pigs”（邦題『五匹の子豚』）、4．“They Do It With Mirrors”（邦題『魔術の殺人』）、5．
“The Murder at the Vicarage”（邦題『牧師館の殺人』）、6．“Death in the Clouds”（邦題
『雲をつかむ死』）、7．“Cat Among the Pigeons”（邦題『鳩のなかの猫』）、8．“Dead 
Man’s Folly”（邦題『死者のあやまち』）、9．“Star Over Bethlehem”（邦題『ベツレヘム
の星』）、10．“Third Girl”（邦題『第三の女』）、11．“Passenger To Frankfurt”（邦題『フ
ランクフルトへの乗客』）2）である。
　1．は「ピーターとペギー・マクラウドに」（To Peter and Peggy McLeod）となってい
る。『アガサ・クリスティー自伝』（これ以降『自伝』と呼ぶ）の中で、バグダット旅行中
に出会ったシリアのモスル市で病院を経営する共に医師の夫婦 として紹介されている。






































（For Stella and Larry Kirwan）、8．は、「ハンフリー＆ペギー・トレヴェルヤンに」（To 
Peggy and Humphrey Trevelyan）、9．は「ハイディーに捧ぐ」、10．は、「ノラ・ブラッ






それらは、12．“The Moving Finger”（邦題『動く指』）、13．“Three Act Tragedy”（邦題
『三幕の殺人』）、14．“Murder in the Mews”（邦題『死人の鏡』）である。
　12．では「わが親友　シドニーとメアリー・スミス夫妻に捧げる」（To my friends 














（Dedicated to My Friends, Geoffrey and Violet Shipston）、14．では「愛をこめて　旧友
シビル・イーリーへ」（To My Old Friend Sybil Heeley With affection）となっている。
そしてここに 15．“Elephants Can Remember”（邦題『象は忘れない』）を加えておく。
72
その献辞は「モリー・マイヤーズへ　たいへん親切にしてくださったお礼に」（To Molly 





　名前のみのタイプであるが、その後ろに第 2 タイプの前書きが付いているものが 2 作品
あった（この 2 作品の第 2 タイプの前書きは既に前回の論文内で論じられているのでここ
では言及しないことにする）。それは、16．“The Thirteen Problems”（邦題『ミス・マー
プルと十三の謎』）と 17．“The Body in The Library”（邦題『書斎の死体』）である。









　17．では「わが友、ナンヘ」（To My friend Nan）となっている。これはナン・ワッツ
（ナン・コン）のことである。クリスティーは、メアリー・ウェストマコットの名義で
『愛の旋律』（“Giant Bread”）を出版した。誰も彼女の作品であると気づかず「15 年も秘
密にしておくことができた」a）。その 1、2 年後に同じ名義で『未完の肖像』（“Unfinished 
Portrait”）という小説を書いた時、作中の言葉遣いからそれがクリスティーの作品である
と気づいた唯一の人物がナンである。彼女との出会いは姉とジェームズ・ワッツの結婚式
で、その後、生涯の友となる。彼女に関してクリスティーは自伝の中で、“Nan is one of 
the friends I miss most now. With her, as with few others, I could talk together of 








　ここからは、名前の後に 1 行から 2 行の短いコメントが付いたものを見て行く。全体で
この種に属するものが 35 冊で見つかっている。それらの献辞のコメント内容により 5 つ
のグループに分けて見てゆく事にする。最初は、作品に関係するもので、9 作品がそれに
該当する。それらは、18．“The Peril At End House”（邦題『邪悪の家』）、19．“Hallowe’en 
Party”（邦題『ハロウィーン・パーティ』）、20．“Mrs McGinty’s Dead”（邦題『マギン
ティ夫人は死んだ』）、21．“Ordeal by Innocence”（邦題『無実はさいなむ』）、22．“A 
Pocket Full of Rye”（邦題『ポケットにライ麦を』）、23．“The Labours of Hercules”（邦
題『ヘラクレスの冒険』）、24．“The Man in the Brown Suit”（邦題『茶色の服の男』）、
25．“The Hollow”（邦題『ホロー荘の殺人』）、26．“The Mirror Crack’d From Side To 
Side”（邦題『鏡は横にひび割れて』）である。
　18．には「イーデン・フィルポッツに　むかし、私に送っていただいた彼の友情と激励
にはどんなときも感謝しています」（To Eden Philpotts　To whom I shall always be 










喜びをこめて」（To P. G. Wodehouse whose books and stories have brightened my life 
for many years. Also to show my pleasure in his having been kind enough to tell me 

























をささげます」（To Edmund Cork of whose labours on behalf of Hercule Poirot I am 
deeply appreciative　this book is affectionately dedicated）と書いている。この人物は
クリスティーが彼女の本を出版するための新たな出版社と著作権代理人を捜している時
に、フィルポッツから推薦されていた人物の代わりに対応した人である。伝記の中で
“Dear Edmund Cork, my agent”（愛するエドモンド・コーク、私の著作権代理人）と言
及されているように、著作権代理人としてその後 40 年以上の付き合いとなる。












感謝して」（To E.A.B　In memory of a journey, some lion stories and a request that I 






に登場させてくれるように頼んだ時、クリスティーは“I can’t do anything with real 





んだことから、“It is, I think, the only time I have tried to put a real person whom I 













らったことへの謝意を込めて」（For Larry and Danae With apologies for using their 
swimming pool as the scene of a murder）と書かれている。『大辞典』によると、この作



















で見つかっている。それらは、27．“Death on the Nile”（邦題『ナイルに死す』）、28．
“Destination Unknown”（邦題『死への旅』）、29．“A Caribbean Mystery”（邦題『カリ
ブ海の秘密』）、30．“Evil Under the Sun”（邦題『白昼の悪魔』）、31．“Appointment with 
Death”（邦題『死との約束』）、32．“Murder in Mesopotamia”（邦題『メソポタミヤの殺
人』、33．“They Came to Baghdad”（邦題『バグダッドの秘密』）である。
　27．では、「私と同じように、世界をさまよい歩くのが好きなシビル・バーネットに捧
















ク・ローズに本書を捧げる」（To my old friend John Cruickshank Rose with happy 










　31．では、「二人のぺトラ旅行の思い出のために」（To Richard and Myra Mallock to 





　32．では「イラク及びシリアの遺跡調査に携わっている多くの友に」（Dedicated to My 
78



















は、34．“The Mystery of the Blue Train”（邦題『青列車の秘密』）、35．“Murder on the 
Orient Express”（邦題『オリエント急行の殺人』）、36．“The Mysterious Mr Quin”（邦
題『謎のクィン氏』）、37．“A Murder Is Announced”（邦題『予告殺人』）、38．“Endless 
Night”（邦題『終りなき夜に生まれつく』）、39．“The Clock”（邦題『複数の時計』）、40．
“Why Didn’t They Ask Evans?”（邦題『なぜ、エヴァンズに頼まなかったのか？』）、
41．“The Pale Horse”（邦題『蒼ざめた馬』）、42．“At Bertram’s Hotel”（邦題『バートラ
ム・ホテルにて』）である。
　34．では「OFD の優れたメンバー、カーロッタとピーターに贈る」（To the two 










で友人たちを分類した結果が、この 2 つの勲章である。この OFD は何の略語であるのか、
出版当時の一般読者には謎であっただろう。しかし、彼女の『自伝』を読むと、この略語
は、“Order of the Faithful Dogs”の略語で、「忠実なる犬団」、または「忠犬勲章」であ
ることが分かる。離婚に至るまでの苦しい時に、「側にいてくれた友人たち」に対する称

























































旧友マリオに捧ぐ」（To my old friend Mario with happy memories of delicious food at 
the Caprice）、40．では、「ハインズを記念して　クリストファー・マロックに」、41．では、
「正義がおこなわれるのを見届ける機会を与えてくださったジョンとヘレン・マイルドメ
イ・ホワイト夫妻に」（To John and Helen Mildmay White with many thanks for the 
opportunity given me to see justice done）、さらに、42．では「私の本を、科学的に読ん
でくれている　ハリイ・スミスに捧ぐ」（To Harry Smith because I appreciate the sci-




　彼女の身内に関するものは、43．“The Secret of Chimneys”（邦題『チムニーズ館の秘
密』）、44．“After the Funeral”（邦題『葬儀を終えて』）、45．“Murder on the Links”（邦
題『 ゴ ル フ 場 殺 人 事 件 』）、46．“Giant’s Bread”（ 邦 題『 愛 の 旋 律 』）、47．“The ABC 
Murders” （邦題『ABC 殺人事件』）、48．“Murder Is Easy”（邦題『殺人は容易だ』、49．




思われるかも知れないが、原書版では、“To my nephew  In memory of an inscription at 












た夫に」（To My husband a fellow enthusiast for detective stories and to whom I am 




















の一匹の犬といえる愛するピーターに捧ぐ」（To dear Peter, most faithful of friends and 




























いたものを 2 つ挙げておく。それは、51．“One, Two, Buckle My Shoes”（邦題『愛国殺
人』）と 52．“The Secret Adversary”（邦題『秘密機関』）である。
　51．では、「探偵小説とクリームを愛するドロシー・ノースに　クリームのない時にこの
作品が彼女の不満を補う役をすることを願いつつ」（To Dorothy North who likes 














るすべての人たちに」（To all those who lead monotonous lives in the hope that they 
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